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強
い
要
望
を
受
け
、お
尋
ね
す
る
。

　
令
和
３
年
の
事
業
開
始
よ
り
県

と
豊
山
町
は
、
青
山
地
区
に
整
備

さ
れ
る
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
に

つ
い
て
、
住
民
説
明
会
を
繰
り
返

し
実
施
し
て
き
た
。
　
事
業
内
容

・
施
設
整
備
規
模
に
異
を
唱
え
る

声
は
な
く
、
青
山
地
区
と
し
て
、

ご
理
解
が
な
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。

　
然
し
乍
ら
、
施
設
周
辺
の
交
差

点
を
含
む
公
道
整
備
方
法
論
に
な

る
と
話
は
一
変
す
る
。
　
現
在
の

計
画
に
あ
っ
て
は
、
青
山
八
剱
神

社
の
北
交
差
点（
通
称
点
滅
信
号
）

は
北
行
・
小
牧
方
面
／
西
行
・
41

号
方
面
へ
の
出
入
り
が
、
地
域
住

民
に
は
非
常
に
不
便
な
形
状
で
計

画
さ
れ
て
い
る
。
　
曰
く
生
活
道

路
へ
の
侵
入
車
両
を
制
限
す
る

為
、
地
域
住
民
の
行
動
も
日
々
著

し
く
阻
害
さ
れ
永
代
我
慢
を
強
い

ら
れ
る
。
　
と
。
　
　
先
般
、
青

山
地
区
要
職
者
・
有
志
方
々
で
結

成
さ
れ
た
「
上
青
山
地
区
防
災
拠

点
連
絡
協
議
会
」
よ
り
、〝
ラ
ウ
ン

ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点
の
設
置
を
求

め
る
〞
要
望
書
が
関
係
各
所
に
提

出
さ
れ
た
。
　
こ
の
交
差
点
手
法

は「
交
差
点
侵
入
ま
え
に
停
止
し
、

そ
の
後
は
徐
行
で
交
差
点
を
左
折

す
る
方
向
で
目
的
方
面
へ
離
脱
す

る
」
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

　
ま
た
、
現
計
画
案
に
お
い
て
は
、

交
通
弱
者
に
対
す
る
安
全
対
策
の

諸
問
題
を
含
ん
で
お
り
平
面
街
路

整
備
の
抜
本
的
見
直
し
を
本
町
及

び
県
に
お
願
い
し
た
い
。
と
の
事
。

　
も
と
よ
り
、
平
面
街
路
は
本
町

と
施
設
整
備
の
両
輪
で
あ
る
の

で
、
本
町
の
み
の
意
向
を
前
面
に

打
ち
出
す
の
は
困
難
な
部
分
が
あ

る
。
が
、
地
元
負
荷
が
〝
大
〞
で

あ
る
以
上
、
本
町
と
し
て
も
言
う

べ
き
は
述
べ
、
お
願
い
す
べ
き
は

相
応
申
し
入
れ
を
な
す
べ
き
で
あ

る
。

　
こ
こ
で
伺
う
。

Q
方
々
の
主
張
は
、
施
設
周
辺

の
公
道
整
備
に
問
題
が
あ
る

と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
地
域
・
地

元
の
皆
様
が
「
こ
う
し
た
線
形
に

し
て
欲
し
い
」
と
具
体
的
対
案
を

持
っ
て
ま
で
要
望
し
て
お
ら
れ
る

の
に
、「
検
討
す
る
／
受
け
入
れ
難

い
／
ダ
メ
だ
」
と
言
う
合
理
的
な

根
拠
は
な
に
か
。
　
本
来
、
住
民

の
難
渋
に
対
し
て
は
町
長
自
ら
が

先
頭
に
立
ち
、豊
山
町
と
し
て「
正

式
に
」
県
に
善
処
を
申
し
入
れ
す

べ
き
で
あ
る
。
　
そ
の
責
務
が
あ

る
。

　
行
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、

い
か
な
る
見
解
か
。
　
伺
う
。

A
産
業
建
設
部
長

町
と
し
て
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
交
差
点
に
反
対
し
て
い
る
事
実

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
地
域
有
志
の

団
体
か
ら
要
望
書
を
受
取
り
ま
し

た
。
地
元
の
声
を
受
け
止
め
、
計

画
を
再
度
検
討
す
る
よ
う
、
県
に

対
し
て
働
き
か
け
を
し
て
お
り
ま

す
。Q

協
議
会
か
ら
の
提
案
に
あ
る

よ
う
に
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
敷
設
に
関
連
し
て
現
在
運
行
し

て
い
る
豊
山
タ
ウ
ン
バ
ス
の
他
に
、

近
隣
自
治
体
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
名
鉄
な
ど
の
路
線
バ
ス
の
、
乗

り
継
ぎ
施
設
を
検
討
／
併
設
し
て

み
て
は
ど
う
か
。
　
お
考
え
を
伺

う
。A

産
業
建
設
部
長

町
が
整
備
を
致
し
ま
す
施
設

に
、
乗
り
継
ぎ
施
設
の
整
備
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
近
隣
自
治
体
や
バ
ス
事

業
者
へ
乗
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
働
き
か
け
を
す
る
事
が
優

先
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
坂
田
は
平
面
街
路
整
備
は
永
代

の
整
備
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

住
民
本
位
の
立
場
で
、
緊
張
感
を

持
っ
て
、
施
設
整
備
の
進
捗
状
況

を
見
極
め
つ
つ
、

　
今
後
も
注
視
・
見
守
り
た
い
。
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浴室の有効活用を

　
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利

用
者
が
少
な
い
浴
室
に
つ
い
て
質

問
を
す
る
。

Q
施
設
の
浴
室
は
設
置
後
ど
れ

ほ
ど
経
過
し
た
か
。
ま
た
浴

室
再
開
や
年
間
維
持
管
理
費
用
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

左
表
の
通
り
で
あ
る
。

Q
各
施
設
の
児
童
館
の
平
均
利

用
人
数
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

左
表
の
通
り
で
あ
る
。

令和３年度　　　
児童館一日平均利用者数

施設名 利用者数

しいの木 58.5人

さざんか 62.1人

ひまわり 42.2人

Q
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

浴
室
は
、
し
い
の
木
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
除
き
、
一
般
利
用
が
で
き

な
い
。
北
館
さ
ざ
ん
か
や
南
館
ひ

ま
わ
り
の
浴
室
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
現
時
点
に
お
け
る
町
の
考

え
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

北
館
さ
ざ
ん
か
や
南
館
ひ
ま

わ
り
の
浴
室
は
、
以
前
の
利
用
者

数
や
設
備
の
年
間
維
持
管
理
費
を

踏
ま
え
て
、
廃
止
の
方
向
で
検
討

す
る
。
各
施
設
の
利
用
状
況
に
応

じ
町
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
活
用

方
法
の
調
査
研
究
を
進
め
る
。

Q
実
態
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

小
学
４
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
の
約
１
６
０
０
人
対
象
に
、

子
ど
も
の
意
見
を
聞
く
こ
と
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
を
当

事
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
実
施
す
る
。

本
調
査
は
、
無
記
名
で
、
年
明
け

に
対
象
世
帯
へ
調
査
票
を
郵
送
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
一
月
中
を
目
途
に
回
収
し
、
年

度
末
ま
で
に
調
査
結
果
を
ま
と

め
、
支
援
策
の
構
築
に
活
か
し
て

い
く
。

Q
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考

え
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
本
町

の
実
態
に
則
し
た
支
援
策
を
講
じ

て
い
く
。

Q
関
係
部
署
と
の
連
携
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

町
を
挙
げ
て
の
支
援
策
を
講

じ
て
い
く
た
め
に
は
、
関
係
部
署

や
関
係
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
、
子
ど
も
応
援
課
が
中
心
と
な

っ
て
、
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め

る
。

施設名 設置 経過

しいの木 平成11年 23年

さざんか 平成14年 20年

ひまわり 平成16年 18年

年間維持管理費 約410万円

再開費用　　　 約210万円
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